
昭和46年２月生まれ　55歳　草加市 新里町で育ち、現在は青柳に在住
草加市立両新田小学校→両新田中学校→越谷北高校→獨協大学法学部 卒業
綜合警備保障株式会社、株式会社すかいらーくでの勤務を経て独立。キャリア支援事業を展開。
【資格】・国家資格キャリアコンサルタント ・AFP ・防災士　・介護福祉士 初任者/実務者研修修了

）有保格資士縦【趣味】 ・ブラジリアン柔術（野武士 所属）・ギター　・ドローン（二等無人航空機操縦士資格保有） ）有保格資士縦

■持続可能性が問われる草加市財政■

計画には今後の見通しとして、このまま手を打たなければ、来年以降
予算が組めなくなるという、厳しい現実が明示されました。 今、
お金の使い方を、皆様とともに本当に真剣に考える段階にきています。
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草加市の現状（令和６年度決算）
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草加育ち

中期財政計画について　
政策が先行しがちだった草加市の計画に、財政の見込みを加えた「草加市中期財政計画」がようやく策定され
ました。これまでの財政白書に加え、「数字で見通し」を示したことは、大きな前進だと考えます。

これにより、現状と今後が一体的に整理され、財政運営の課題がクリアにされました。

また今後においては議員・市民の共通指針に、「進むべきか、やめるべきか、見直すべきか、あるいは投資すべ
きか」を判断する羅針盤になるものと思っております。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

経常収支率
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埼玉県内でワースト１

目標とする経常収支比率

９５％
財政健全化の目安

目標達成に必要な歳出適正化

約２９億円
経常一般財源等の削減目標

兼ねてから求めてきた「中期財政計画」が策定されました

＊経常収支比率とは、自治体の収入のうち人件費・借金返済・社会保障費など毎年必ず出ていく固定費が占める割合。
草加市は100.7％と100％を超えており、市独自の政策や不慮の事態に使えるお金がほぼない深刻な状況です。
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【答弁】現時点では具体的な目標額の明示は考え
　ていない。ただし取組の財政効果額の明示につ
　いては手法等を検討する。

一般質問の全文はホームページをご覧ください

■中期財政計画ついて■　草加市の財政をどう立て直す？
一般質問
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知識・スキル・活動報告等 発信 弾いてみた・歌ってみた等 発信

市民の皆様のご意見・ご要望をお寄せください
一般質問の全文はホームページをご覧ください
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①歳出適正化目標額の見える化

浜松市の事例：前期５年間・総額 24.6 億円、
後期 5年・総額 107.4 億円の財政効果額を計画
に明記。「いくら適正化するか」を市民・議会に
公約する形で改革を推進。

相模原市の事例：816 億円の歳出超過資産を
公表後、行財政改革プランを策定。当初計画を
3年前倒しで終了し、経常収支率 96.0%まで
改善。

②毎年の計画の見直しの手法
【質問】計画は毎年見直すって、誰がどうやって？

①歳出適正化目標額の見える化③将来予算への反映・直結 ④財産負担軽減要因の整理・共有

【質問】計画があっても、来年度の予算に反映され
　なければ意味がない。どうやって直結させる？

【答弁】各部局のマネジメント強化・歳入確保・
　歳出適正化に努める。

　【質問】将来、財政が楽になる要素はないの？

今後 10 年間で財政負担の軽減が見込まれる事業や
公債費（借金の返済）を整理し、そこから生み出される
財源の活用方針を市民・議会と共有することが重要
です。
そのうえで、今後増加が見込まれる社会保障関連費用
（扶助費）の動向や、上記の答弁にある大型事業の推進
の規模感を把握していく必要があります。

【質問】経常収支比率の削減目標額を、計画書に書く？
【答弁】総合政策部が中心。前年度決算をベース
に財政の推移や歳入・歳出の動向を時点修正し、
年度末に改定。

宇都宮市：5年間の財政収支見通しを毎年ロー
リング更新。常に実態と乖離しない生きた計画
として運用。

【答弁】大型事業（新田駅東口駅前開発、消防庁舎建設）
の終了や地方債償還の進展により、将来的に財政負担が
軽減される要素が存在する。反面、予定している事業
（そうか公園リニューアル・栄中学校リニューアル等）
もあり国費獲得や経費の適正化が不可欠。

草加市においても毎年、計画を見直すことが決まっ
ています。しかしながら、数値の目標管理が不明瞭
なままで、本当に目標とする結果を導くことが
できるのか、大きな懸念を抱かざるをえません。

中期財政計画の策定は大きな前進です。しかし次に求められるのは、
その計画を「意志ある行動計画」へと具体化する一歩です。SA
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